
　　　人口減少や少子高齢化、自家用車の普及により、バスなどの公共交通利用者が減少し、路線の

　　確保・維持が課題となっているほか、公共交通が無い交通空白地域への対応も必要となっている

　　ことから、将来を見据えた持続可能な公共交通の構築に向けた取組みを進めるための指針として、　

　　「岩見沢市生活交通ビジョン」を策定いたしました。

　□　岩見沢市生活交通ビジョンの概要

○岩見沢市の地域・交通課題の整理

　岩見沢市の地域や交通について、都市交通情勢の分析や市民への公共交通に対するニーズ把握

　調査や、バスの利用実態調査等を通じて、どのような問題点や課題があるのかを把握・分析し、

　７つの課題を整理。

○基本方針と施策内容の策定

　課題を解決するために取り組むべき方向性や事業として、４つの基本方針を策定し、基本方針を実

　現するために取組みをすすめるべき施策を策定。

　基本方針１ 　施策１

　基本方針２ 　施策２

　基本方針３ 　施策３

　基本方針４ 　施策４

市民生活の質の向上に
資するバスサービスの提
供

(1)既存路線バスにおける終発時
　間帯の改善の必要性検討

５．市民ニーズに即した生
　　活交通サービスの改善

６．バス利用機会・交流機
　　会の増加に寄与する取
　　組みの実施

バス交通の利用促進策
の展開

(1)市内路線を網羅したバスマップ
　の作成・配布の検討
(2)その他バス利用環境の向上に
　資する施策の検討

７．過度の自動車依存から
　　の脱却

１．コンパクトで移動しやす
　　いまちづくりの推進

コンパクトな都市を形成
する公共交通網の再構
築

(1)利用実態を考慮した効率的な
　既存公共交通網再構築の検討
(2)既存施設を活用したまちなか
　交流拠点の創出の検討

２．市民ニーズに即したバ
　　ス交通のシームレス化

３．利用実態に即したバス
　　交通体系の構築 地域特性を考慮した効率

的で持続可能な公共交
通体系の構築

(1)交通空白地域における新たな
　公共交通の検討
(2)現状のバス利用実態に即した
　郊外部における公共交通の検
討

４．交通弱者の増加を見据え
　　た郊外部における持続可
　　能な「生活の足」の確保

 「岩見沢市生活交通ビジョン」の概要 （平成27年4月） 
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【課題】 【基本方針】 【施策内容】 

 

「地域公共交通網形成計画」の作成・実施について、必要な協議を行う法定協議会  
 
 
 
 

※協議会の下に専門部会を設け、住民代表などの意見を取り入れながら、「既存バス路線の見直し」 

 「交通空白地域の解消」などの課題ごとに協議を実施 
 
 

「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」が改正 

 （平成26年11月20日施行） 
 

□交通政策基本法の基本 

 理念に則り、 

①地方公共団体中心に、 

②まちづくりと連携し、 

③面的交通ネットワークを構築 
 
 
 

地域にとって望ましい公共交通網

の形成のため、市町村が中心とな

り法定計画である「地域公共交通

網形成計画」の作成等の実施につ

いて規定。 

           ↓ 

岩見沢市も、この「地域公共交通

網形成計画」の策定を目指す。 

  ■ 国の法改正の動きについて    

 ■ 「岩見沢市地域公共交通活性化協議会」について 

市町村 
学識 

経験者 住民代表 
公安 

委員会 
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管理者 等 
公共交通 
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協議会で 

協議が 

整った事項 

「地域公共交通網

形成計画」を市が

策定 

「地域公共交通網形成計画」の作成・実施の流れ （平成２７年度） 
 
 
 協議会での 

協議 

(平成28年度～) 

協議会での 

実施・評価・見

直し 

「交通政策基本法」 

（平成25年12月4日施行） 
□国民の自立した生活の確保 

  ■豊かな国民生活の実現 

 ・日常生活の交通手段確保 

 ・高齢者等の円滑な移動 

 ・交通利便性向上、効率化 

【専門部会（予定）】 
 

基本方針に基づく課題を設定し、学識

経験者、住民代表等により、より詳細

に議論 

【協議会】 
 

専門部会による議論、提案等につい

て検討し、「地域公共交通網形成計

画」の内容について協議を実施 

 
 

 岩見沢市の将来を見据えた望ましい公共交通の方向性の推進のためには、「生活交通ビジョン」の基

本方針に沿った施策を、具体的に検討・推進していくことが重要です。 

 そのため、岩見沢市地域公共交通活性化協議会において、「生活交通ビジョン」の基本方針である、

既存公共交通網の再構築や交通空白地域への対応、バスの利用環境の改善など、様々な課題に対す

る施策についての総合的・具体的な検討に取り組んでまいります。 

 また、市では、協議会での検討を踏まえ、実効性のある計画とするため、「地域公共交通の活性化及

び再生に関する法律」に規定される「地域公共交通網形成計画」の策定を目指しながら、まちづくりと連

携した持続可能な公共交通の構築を推進してまいります。 
 

 ■ 今後の取組みについて 


